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梅雨に入り、あじさいの花の美しい季節になりました。皆様お元気でお過ごしでしょう

か。「ＮＰＯばく」も立ち上げから５年が経過しました。始めたばかりの頃、「理想はわか

るが５年続くかな。５年未満でやめるＮＰＯが多い。」と言われたのが印象に残っています。

しかし、賛助会員の皆様の温かいご援助や励ましのおかげで、活動を続けています。 

昨年度は、皆様のご支援のおかげでWISC-IVを購入し、子どもたちの学習指導に役立て

ることができました。本当にありがとうございます。 

今年度は、指導日を週４日（火～金）とし、入室児を３６名とする・・・という計画の

もと、事業運営を行っています。 

皆様方の期待に応えられるよう、スタッフ一同がんばっていきます。今後も「ばく」の

活動に、ご支援・ご協力を賜りますよう、賛助会員のご継続・ご加入をよろしくお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．今年度在籍（H.25年 6月現在） 

・入室児 

 

年長 １名 小学４年 ８名  

小学１年 ２名   ５年 ７名  

２年 ６名   ６年 ７名  

３年 ４名 中学生 ２名 計 ３７名 

 

・スタッフ 

 

指導担当 １２名  

相談担当 ６名（指導兼任２名）  

その他運営協力者   

  環境整備 １名  

  会計 １名 計 １８名 

 

2013．6月  特定非営利活動法人 発達障害児応援団 ＮＰＯばく 

 

№５ 

お知らせ：今年は賛助会員様向けに「ばく」の教室を公開し、併せて情報交換と

勉強会を企画しています。〔 7/29（月）18:00～19:00 予定 〕 

参加ご希望の方は、前日までに当室に申し込んでください。 

場所：ばく事務所  

なお、終了後に、更に懇親を深める二次会も企画しております。でき

るだけ公共交通機関の御利用をお願いしたいと思います。 
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２．活動報告 

年度末に行った、保護者へのアンケートでは、子どもの変化として、「落ち着いた」、「集

中して取り組めるようになった」、「前向きに頑張るようになった」等の高い評価を得てお

ります。このような活動の成果として、医療機関や相談機関からの御紹介だけでなく、保

護者同士の情報交換により当ＮＰＯでの指導を希望する方も数多くいます。お待ちいただ

くことはありますが、順次、対応させていただいております。 

また、皆様方のご期待にこたえるべく、スタッフも、年度末には「実践のまとめ」を作

成したり、積極的に学会や研究会に参加したりして、指導力の向上につとめております。 

 

 

 

 

ばくの学習支援は小学生が中心です。指導では、自分の特徴を知り、自分らしさを生か

す方法を身につけていくこと（自己理解と自己肯定感を土台にした自己選択）を大切にし

ています。小学校卒業前（３月）には、子ども達が自分を振り返り、①ばくで印象に残っ

ている勉強 ②通うようになった頃と比べて自分はどんなところが変わったか、③自分は

どんな人だと思うかについて、インタビューをしています。その一部を紹介します。 

①ばくで印象に残っている勉強は？ 

国語（音読、作文、文法）、算数（計算・文章題）、話す（スピーチ トーク） 

ビジョントレーニング（目の練習）、今日のグッドバット、心配とのつきあいかた等 

②通うようになったころと比べてどんなところが変わった？ 

・算数ができるようになった ・字がきれいになった ・集中力があがった 

・勉強ができるようになった ・教えてくださいが言えるようになった  

・友達と話せるようになった ・友達が増えた  

・先生に自信をもって話せるようになった  

・泣かなくなった ・怒らなくなった ・がまんできるようになった  

③あなたはどんな人だと思う？（その理由） 

・やさしい人親切な人（いろいろなものを作ってあげた） 

・親切（先生がよく頼んでくれたから） 

・礼儀正しい（丁寧な言葉で話す） 

・あまりふざけていない 謙虚（全然へんなことを言わない） 

・まじめな人（勉強を集中してやっている） 

 

小学校卒業後の支援としては、家庭教師を探したり、他の塾を紹介したり、あるいは、

ばくでの継続支援や一般相談の枠組みの中で本人や保護者と面談したりして、問題の整理

や情報提供等を行ってきました。このような支援を続けていく中で、高校生になった終了

生や保護者からのお便り等も届きます。テスト等で苦戦した中学時代を経て、自分に合っ

た高校で安定した生活を送っている事が伝わってきます。子どもの育つ道筋、保護者が子

どもの状況を理解し、より良い選択を模索する過程に伴走できたことをうれしく思います。 

 

・平成２４年度発表：静岡ＬＤ研究会（今泉・浜部・望月） 

・平成２５年度発表予定 

①日本ＬＤ学会 （浜部・今泉） ②臨床発達心理士全国大会 （望月・牧田・渡邉） 

静岡県静岡市駿河区大和２丁目６番５号 東京堂ビル３０５号 

電話・FAX：０５４－２６６－５６１６（火～金曜日 15時～19時 30分） 

振込先：郵便口座番号00810-6-134767  発達障害児応援団ＮＰＯばく 

E-mail:baku@orion.ocn.ne.jp 

URL：http://www1.ocn.ne.jp/~npobaku/index.html 


